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横浜商科大学　理事長・学長 清水雅彦　ご挨拶とメッセージ
―令和2年4月より、清水雅彦理事長が学長就任―

令和元年度 学位記授与について
―学位記授与式・卒業記念パーティーは中止に―

令和2年度より経営情報学科に「スポーツマネジメントコース開設」
―「情報マネジメントコース」との2コース制に―

新任教員紹介
退職される先生方からのメッセージ
―小林二三夫教授、高橋浩教授―



2

令
和
二
年
四
月
よ
り
、
清
水
雅
彦
理
事
長
が
学
長
就
任

横
浜
商
科
大
学

理
事
長
・
学
長
　
清
水
雅
彦

　
　
　
ご
挨
拶
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
先
般
の
学
長
選
考
を
経
て
、四
月
一
日
に
新
し
く
横
浜
商

科
大
学
の
学
長
に
就
任
し
ま
し
た
清
水
雅
彦
で
す
。二
年
前

に
理
事
長
に
就
任
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、本
学
で
は
異
例

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、理
事
長
と
学
長
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
度
の
学
長
就
任
に
あ
た
り
、一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
は
、開
学
以
来
、商
業
に
関
わ
る「
商
学
」と
い
う
学
問

を
中
心
に
し
た
独
自
の
総
合
教
養
教
育
体
系
を
構
築
し
て
き

ま
し
た
。本
学
に
お
け
る「
商
学
」は
優
れ
て
実
学
的
な
学
問

で
す
。し
か
し
、「
商
学
」は
、決
し
て
無
味
乾
燥
な
学
問
で
は

な
く
、自
己
利
益
を
追
求
し
な
が
ら
人
々
と
社
会
に
多
く
の

便
益
を
も
た
ら
す
学
問
で
す
。そ
の
典
型
が
、さ
ま
ざ
ま
な
商

品
を
仕
入
れ
て
消
費
者
に
販
売
す
る
小
売
業
で
す
。小
売
業

は
、商
品
に
込
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
消
費
者
に
頒

布
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。い
わ
ば
小
売
業
は
商
品
に

込
め
ら
れ
た
情
報
の
交
換
と
流
通
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

小
売
業
に
よ
る
新
し
い
商
品
の
発
掘
は
、人
々
に
新
し
い
便

益
、す
な
わ
ち
経
済
的
幸
福
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

こ
れ
に
反
し
た
小
売
業
と
商
品
は
、市
場
か
ら
淘
汰
さ
れ
る

の
が
健
全
な
市
場
経
済
の
在
り
方
で
す
。こ
れ
こ
そ
が「
商

学
」と
い
う
学
問
の
神
髄
で
す
。

　
現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
る
社
会
の
混

乱
に
乗
じ
、市
場
へ
の
流
通
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
商
品

が
あ
り
ま
す
。必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な
も
の
が
届
か
な
い
、

生
命
に
係
る
重
大
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

有
事
に
お
い
て
も
良
識
あ
る
行
動
が
で
き
る
こ
と
こ
そ
が
、

本
学
が
教
え
る「
商
学
」で
あ
り
、本
学
の
教
育
の
原
点
な
の

で
す
。

私
は
、理
事
長
・
学
長

と
し
て
先
頭
に
立
ち
、

本
学
の
教
育
環
境
を

支
え
、未
来
に
向
け
て

発
展
さ
せ
る
べ
く
、経

営
面
、教
学
面
の
両
側

面
か
ら
で
き
得
る
限

り
の
改
革
を
推
し
進

め
、学
生
の
教
育
支
援

を
行
う
所
存
で
す
。
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学
位
記
授
与
式・卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
中
止
に

令
和
元
年
度 

学
位
記
授
与
に
つ
い
て

　
令
和
二
年
三
月
十
四
日
に
挙
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た「
令
和
元
年
度 

第
五
〇
回
学

位
記
授
与
式
」及
び「
学
位
記（
卒
業
証
書
）授
与
」に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、誠
に
残
念
な
が
ら
開
催
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

　
商
学
部
　
商
学
科
一
三
三
名

　
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
六
十
五
名（
う
ち
貿
易・観
光
学
科
一
名
）

　
経
営
情
報
学
科
　
三
十
一
名

の
合
計
二
二
九
名
が
本
学
を
巣
立
ち
、社
会
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

学
位
記
は
郵
送
で
の
授
与
と
な
り
ま
し
た
が
、本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
安
ん
じ
て
事

を
托
さ
る
る
人
と
な
れ
」を
実
践
し
、信
頼
さ
れ
る
人
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
卒
業
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
小
林
雅
人
学
長
の「
式
辞
」が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、同
年
度
に
お
け
る
学
科
別
の
学
業
成
績
最
優
秀
者
に
学
術
賞
、顕
著
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
し
た
者
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
な
ら
び
に
特
別
賞
を
授
与
。表
彰
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

学
長
賞
授
与
者
一
覧

学 

術 

賞

　
商
学
科 

中
村
　
朱
里

　
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

上
田
　
和
輝

　
経
営
情
報
学
科 

山
本
　
一
瑛

ス
ポ
ー
ツ
賞 

　
商
学
科 

菊
池
　
元
貴

　（
第
六
十
五
回
、第
六
十
七
回 

全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
出
場
）

　
商
学
科 

嘉
門
　
裕
介

　（
二
〇
一
九 

ワ
ー
ル
ド
ポ
ー
ト・ト
ー
ナ
メ
ン
ト・ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
出
場
）

特 

別 

賞 

　
経
営
情
報
学
科 

村
上
　
航
暉

　（
第
十
四
回 

神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
優
秀
賞
受
賞
）

学 

術 

賞

中村　朱里上田　和輝山本　一瑛

ス 

ポ 

ー 

ツ 

賞
菊池　元貴嘉門　裕介

特 

別 

賞

村上　航暉

佳 
作

安住　宙剛

中村　朱里

前田　海渡

　「
松
本
武
雄
賞
」は
、学
生
の
研
究
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、学
生
か
ら
学
術

論
文
を
募
集
、審
査
の
う
え
で
表
彰
を
行
う
制
度
で
、横
浜
商
科
大
学
学
術
研
究
会

が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　
学
術
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
結
果
、令
和
元
年
度 

第
三
十
八
回「
松
本
武
雄
賞
」

受
賞
者
な
ら
び
に
受
賞
論
文
を
左
記
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度 

「
松
本
武
雄
賞
」受
賞
者
決
定

松
本
武
雄
賞
入
賞
者
表
彰

第
一
席
　 

該
当
論
文
な
し

第
二
席
　 

該
当
論
文
な
し

第
三
席
　 

該
当
論
文
な
し

佳
　
作
　 

安
住
　
宙
剛 

（
遠
谷
貴
裕
ゼ
ミ
）

　
　
　
　 「
新
技
術
研
究
取
り
組
み
発
表
が
企
業
に
与
え
る
影
響
の
分
析

　
　
　
　 ―

 

新
世
代
情
報
技
術
5
G
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
デ
ィ
を
用
い
た
分
析 ―

」

佳
　
作
　 

中
村
　
朱
里 

（
吉
田
隆
弘
ゼ
ミ
）

　
　
　
　 「
消
費
者
行
動
に
基
づ
く
広
告
の
分
類
と
そ
れ
ら
に
適
し
た
商
品
分
類
に
関
す
る
一
考
察
」

佳
　
作
　 

前
田
　
海
渡 

（
柳
田
義
継
ゼ
ミ
）

　
　
　
　 「
組
織
内
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
活
用
の
有
効
性
」
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経
営
情
報
学
科
は
本
年
四
月
、「
ス
ポ
ー
ツ
」と「
情
報
」

を
切
り
口
に
経
営
的
視
点
を
磨
き
、ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
・
成

長
さ
せ
る
力
を
養
う
二
つ
の
コ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
は
、ス
ポ
ー
ツ・
健
康
産

業
に
焦
点
を
当
て
、そ
の
価
値
や
魅
力
、関
連
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
を
学
ぶ
こ
と
で
、経
済
社
会
、地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
る
コ
ー
ス
で
す
。プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、実
践
的
な
知
識

や
ス
キ
ル
を
磨
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、地
元
の
ス
タ
ジ
ア

ム
で
開
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
よ
り
多
く
の
観
客
を

動
員
で
き
れ
ば
、チ
ケ
ッ
ト
の

収
益
だ
け
で
な
く
、販
売
店

や
飲
食
店
、交
通
機
関
、宿
泊

施
設
、観
光
施
設
な
ど
で
の

収
益
も
期
待
で
き
ま
す
。こ
の

よ
う
に「
ス
ポ
ー
ツ
」と「
商

学・経
営
学・経
済
学
」と
いっ

新コース

経
営
情
報
学
科
に「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」開
設

―「
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」と
の
二
コ
ー
ス
制
に
―

た
専
門
分
野
を
関
連
付
け
て

学
び
、ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
は

も
ち
ろ
ん
、多
様
な
業
界
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
て
ま
す
。

　

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
は
、急
速
に
発
展
す
る

I
C
T
、A
I
、デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
と
い
っ
た
最
新
知
識
と
企
業
活
動
と
の
関
連
を
学

び
、こ
れ
か
ら
の
時
代
の
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

考
え
る
力
を
磨

き
ま
す
。実
際
に

ア
プ
リ
開
発
な
ど

を
体
験
す
る
授

業
も
あ
り
、未
来

に
向
け
て
一
歩
先

ん
じ
た
商
品
開

発
や
企
業
経
営

を
実
現
で
き
る
人

材
を
育
て
ま
す
。



新任教員紹介
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令和元年度 新任教員紹介
令和元年度、本学に着任された
先生方をご紹介いたします。

※以下五十音順です。役職等は令和元年度入職時のものを記載しています。

榎本 真俊 講師
研究分野：通信技術、セキュリティ、
ソフトウェア開発及び検証

小島 敏明 特任教授
研究分野：経営学、マーケティング、
地域活性化

中村 宣博 講師
研究分野： 健康科学、スポーツ科学、
生理学、運動生理学

村林 裕 教授
研究分野：スポーツマネジメント

石橋 嘉一 准教授
研究分野：コミュニケーション学、
教育工学

金子 真奈美 特任講師
研究分野：英語翻訳、英国児童文学

高橋 篤史 特任准教授
研究分野： インターネット、起業

本多 正敏 特任講師
研究分野： 英語学（生成統語論）

大西 純 教授
研究分野：グローバルビジネス、
異文化マネジメント、組織論

高津 勝 特任教授
研究分野： 財務会計論、会計監査論

羽田 功 教授
研究分野： 歴史(特にユダヤ人問題)、
民族学、文学・思想、教養教育

大島 研介 講師
研究分野：実験心理学、教育心理学、
特別支援教育

白須 洋子 特任講師
研究分野：英語教育、異文化理解、
茶道

永野 智久 准教授
研究分野： スポーツ科学、
スポーツアナリティクス 



退職される先生方からのメッセージ

高
齢
社
会
の
理
解
と
地
域
密
着
の

教
育
を
目
指
し
ま
し
た

小
林 

二
三
夫

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
本
学
に
奉
職
し
二
〇
二
〇
年
三
月
に

退
職
し
ま
す
。長
ら
く
流
通
業
で
海
外
業
務
を
担
当
し
て
い
た
関
係
で
研
究
論

文
、学
位
論
文
、著
書
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・海
外
調
達・国
際
輸
送・国
内
で
の

販
売
ま
で
の
実
務
を
踏
ま
え
た
分
野
で
す
。講
義
も
こ
の
関
係
科
目
で
す
。

　
本
学
で
は
、講
義
以
外
に
地
域
産
業
研
究
所
に
長
ら
く
携
わ
り
ま
し
た
。地
産

研
で
は
、地
域
企
業
・
行
政
と
の
連
携
の
中
で
高
齢
社
会
へ
の
対
応
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。研
究
成
果
を「
高
齢
社
会
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」の
講
義
と
し
て
学
生
に

還
元
し
ま
し
た
。高
齢
者
の
消
費
が一〇
〇
兆
円
を
超
え
る
中
で
、ど
の
よ
う
な

分
野
で
仕
事
を
し
て
も
高
齢
社
会
の
理
解
は
必
須
と
い
う
前
提
で
の
講
義
で

す
。ま
た
、実
務
の
現
場
と
理
論
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
立
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

が
で
き
る
と
考
え
、「
小
売
実
務
実
習
」と「
貿
易
実
務
実
習
」の
講
義
で
各
社
に

出
向
き
現
場
で
学
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
本
学
の
強
さ
は
、商
学
に
特
化
し
た
地
域
密
着
性
に
あ
り
、建
学
の
精
神
で
述

べ
て
い
る
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
を
支
え
る
、い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
人
材
が
育

成
で
き
た
ら
と
考
え
て
十
三
年
間
、教
育
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

小林 二三夫　研究分野：国際マーケティング、流通
[経歴] 神奈川大学経済学部貿易学科・明治大学法学部法律学科卒
業／スペイン・マドリード大学文学部外国人コース卒業／日本大学
大学院総合社会情報研究科博士後期課程修了,博士(総合社会文化）
／株式会社イトーヨーカ堂海外部責任者、資金証券部責任者、兼務
で金融子会社等の役員を経て2007年より本学教授。城西大学大学
院兼任講師、ピッツバーグ大学ブラッドフォード校客員教授を歴任。

高橋 浩　研究分野：教育学
[経歴] 中央大学文学部哲学科教育学専修卒業,学士（哲学）/国際基督教大
学教育学研究科教育原理専攻博士前期課程修了,修士（教育学）・博士後期課
程単位取得満期退学/1988年鹿児島女子大学専任講師/1991年鹿児島女子
大学助教授/1999年志学館大学教授/2003年より本学教授。

Profile

Profile

教
職
員
の「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」を

重
視
し
た
大
学
運
営
を

高
橋 

浩

　
平
成
十
五
年
四
月
に
本
学
に
着
任
し
て
か
ら
今
日
ま
で
職
務
を
全
う
で
き
た

こ
と
は
、多
く
の
先
生
方
及
び
職
員
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
あ

り
、感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

私
の
専
門
は
教
育
学
で
あ
る
が
、職
務
の
中
心
は
教
職
課
程
の
運
営
で
あ
っ

た
。そ
の
後
学
生
生
活
部
長
及
び
入
試
管
理
委
員
長
の
職
務
や
学
生
相
談
室
の

運
営
に
も
関
わ
って
き
た
。本
学
で
の
仕
事
を
振
り
返
って
み
る
と
、教
職
員
間
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
組
織
成
員
の
合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

て
い
る
。私
に
と
っ
て
幸
い
だ
っ
た
こ
と
は
、上
司
で
あ
る
小
林
学
長
が
私
の
業
務

状
況
を
理
解
し
、ま
た
私
の
率
直
な
意
見
を
十
分
に
傾
聴
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

　

近
年「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」と
い
う
言
葉
が
組
織
活
動
の
改
善
に
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、教
育
学
と
り
わ
け「
学
校
経
営
学
」の
分

野
で
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、一人
ひ
と
り
の
教
職
員
が
改
革
の
理
念
を
共
有
し
つ

つ
、職
務
に
対
す
る
関
与
可
能
性
を
確
信
し
て
自
信
と
自
己
効
力
感
を
も
っ
て

学
校
改
革
に
関
与
し
て
い
く
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

退
職
に
あ
た
り
本

学
の
新
執
行
部
の

方
々
に
望
む
こ
と
は
、

教
職
員
の「
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
」を
重
視

し
た
大
学
運
営
を
実

現
し
て
い
っ
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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本学では最新情報を、
Facebookページで発信しております

神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

内
田
ゼ
ミ 

北
村
チ
ー
ム
が
優
秀
賞
を
受
賞

一般
財
団
法
人
神
奈
川
経
済
同
友
会
が
主
催
す
る「
第
十
六
回
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
表
彰
式
が
十
二
月
十
七
日（
火
）に
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
行
わ
れ
、本
学
内

田
ゼ
ミ
の
北
村
チ
ー
ム
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

北
村
チ
ー
ム
は
、相
鉄
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
か
ら
提
示

さ
れ
た
課
題「
地
域
の
人
々
に
喜
ば
れ
る
施
設
運
営
に
つ
い
て
〜
魅

力
的
な
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
〜
」に
対
し
、バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
等
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
家
族×

ス
ポ
ー
ツ×

安
全
の
連
携
を
深

め
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
。八
つ
の
審
査
項
目
の
う

ち
、特
に
プ
レ
ゼ
ン
力
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
、見
事
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。 城

南
信
用
金
庫
と「
産
学
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」

及
び「
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

十
二
月
三
日 

、城
南
信
用
金
庫（
本
店 

品
川
区
西
五
反
田　

理
事
長 

川
本
恭
治
）と
本
学
の
間
で「
産
学
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
」及
び「
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

「
産
学
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」は
地
域
経
済
の
発
展
の
実

現
や
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
な
ど
地
域
社
会
に

根
差
し
た
協
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
包
括
的
連
携
に
関
す

る
協
定
」は
城
南
信
用
金
庫
が
代
表
を
務
め
る「
よ
い
仕
事
お
こ

し
フェア
実
行
委
員
会
」と
の
間
で
、双
方
が
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
、地
域
の
枠
を
超
え
た
横
断
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
に

よ
る
中
小
企
業
支
援
な
ど
に
貢
献
し
て
い
く
予
定
で
す
。

硬
式
野
球
部

神
奈
川
大
学
野
球
連
盟
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
準
優
勝

本
学
硬
式
野
球
部
は
、神
奈
川
大
学
野
球
連
盟
秋
季
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
七
勝
五
敗（
勝
ち
点

三
）で
準
優
勝
。十
月
二
十
八
日
に
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
開
催
さ
れ
た「
関
東
地
区
大
学
野
球
選

手
権
大
会
」への
三
年
ぶ
り
七
度
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

善
戦
む
な
し
く
、初
戦
で
武
蔵
大
学
に
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、商
大
ナ

イ
ン
の
躍
動
す
る
姿
は
次
シ
ー
ズ
ン
に
期
待
を
つ
な
ぐ
も
の
で
し
た
。

秋
季
リ
ー
グ
戦
に
お
け
る
、本
学
の
表
彰
選
手
は
左
記
の
通
り
で
す
。

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
投
手 

藤
村 

哲
之

 

（
商
学
部
三
年 

愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等
学
校
出
身
）

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
三
塁
手 

古
川 

卓
人

 

（
商
学
部
四
年 

明
徳
義
塾
高
等
学
校
出
身
）

フ
レ
ッ
シ
ュマ
ン
賞 

鷲
田 

亮
太

 

（
商
学
部
一
年 

八
王
子
実
践
高
等
学
校
出
身
）

本
学
卒
業
生
の
井
川
寛
之
さ
ん
が

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」日
本
代
表
選
手
に
内
定
！

本
学
卒
業
生
の
井
川
寛
之
さ
ん（
商
学
部
商
学
科
二
〇一四

年
九
月
卒
業
）が
十一月
二
十
日（
水
）に
開
催
さ
れ
た
日
本
ク

レ
ー
射
撃
協
会
理
事
会
で
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

井
川
選
手
は
、カ
タ
ー
ル・ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
た「
第
十
四
回

ア
ジ
ア
大
陸
射
撃
選
手
権
大
会
」に
出
場
し
、日
本
選
手
の
最
高

順
位
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
と
し
て
内
定
。井
川
選
手
か
ら

は「
ア
ジ
ア
選
手
権
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
最
後
の
大
会
と
い
う

事
で
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
、集
中
し
て
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
精一杯
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。」と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Facebook
だより



事業活動収支計算書 資金収支計算書

2019年3月31日現在

2018年度
決算

教 

育 

活 

動 

収 

支

収  

入

収  

入

支  

出

支  

出

収  

入

支  

出

教
育
活
動
外
収
支

特 

別 

収 

支

2019年度
予算

2018年度
決算

収 入 の 部

資 産 の 部

2019年度
予算

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金 
付随事業収入  
雑収入 
教育活動収入計
人件費
教育研究経費
管理経費
教育活動支出計
教育活動収支差額
受取利息・配当金
教育活動外収入計
借入金等利息
教育活動外支出計
教育活動外収支差額

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入 
受取利息・配当金収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
       収入の部 合 計
支 出 の 部
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出 
借入金等利息支出
借入金等返済支出 
施設関係支出 
設備関係支出 
資産運用支出 
その他の支出 
資金支出調整勘定 
    〔予　　備　　費〕
翌年度繰越支払資金

固定資産
流動資産

資産の部合計

負 債 及 び 純 資 産 の 部
固定負債
流動負債
基本金
繰越収支差額
負債及び純資産の部合計

1,318,700
37,863
27,405
174,978
67,715
111,326
1,737,988
894,070
600,698
262,517
1,757,285
△ 19,297
14,427
14,427
4,687
4,687
9,740

△ 9,557
6,244
10,655
16,899
700,585
68,483
769,068

△ 752,169

1,318,700
37,863
28,788
179,012
978,532
67,715
14,428
111,935
520,894
891,939

△ 677,186
1,081,579
4,554,199
 
905,190
503,741
213,561
4,687

360,426
67,262
19,569
936,527
476,977

△ 211,335

1,277,594
4,554,199

1,368,320
27,200
5,000

180,200
100,000
46,780
10,000
8,100

474,000
681,000

△ 614,400
1,489,591
3,775,791
 
811,981
495,895
180,810
4,205
54,916
31,000
51,623
541,000
523,000

△ 153,000
7,000

1,227,361
3,775,791

1,368,320
27,200
5,500

180,200
46,780
8,100

1,636,100
811,981
582,120
196,339
1,590,440
45,660
10,000
10,000
4,205
4,205
5,795
51,455

0
0
0

12,000
0

12,000
△ 12,000
7,000
32,455

△ 79,883
△ 47,428

△ 1,151,145
50,000

△ 1,148,573
 
1,646,100
1,613,645

761,727
150,000
911,727

△ 2,464,223
2,211,959
1,163,990

1,769,314
2,531,040

10,381,717
1,394,840
 
 
11,776,557

1,138,764
830,781

10,971,002
△ 1,163,990
11,776,557

基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額 
前年度繰越収支差額 
基本金取崩額 
翌年度繰越収支差額 
（参考）
事業活動収入計 
事業活動支出計

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産 処分差額
その他の特別支出
特別支出計
特別収支差額

経常収支差額

〔予　　備　　費〕
支出の部 合 計

（単位：千円） （単位：千円）

横浜商科大学 2018年度決算および2019年度予算

横浜商科大学報 Vol.90　発行：横浜商科大学アドミッション広報専門部会　発行日：2020年3月31日

編   集   後   記
●横浜商科大学報も第90号。学生の活動や先生方の研究、そして本学の取組を伝える貴重な場として発行してきました。紙
媒体からデジタル版での制作となって５年経過しましたが、掲載記事を並べ、写真に写る学生や先生方の表情を見比べな
がら悩み、意見を交わしながら作成を進めることや、ご覧いただく方に楽しんでいただきたいという思いは変わりません。
新型コロナウイルス感染拡大の中、在宅勤務中心に作成した今号ですが、横浜商科大学の「今」が伝われば幸甚です。（T）
●多くの先生方に支えていただきながら大学報の編集に関わり、気付けばもう5年になります。5年前、大学報は紙媒体から
WEBに移行、広報課スタッフ中心に編集を行うようになるなど、大学報も少しずつ変わってまいりました。大学報の制作に
関わる中で、教育現場に立つ先生方、活躍する学生たちの思いを振り返り、懐かしく感じる毎年の今頃。多くのことが移り
変わる中で至らぬ点もあるかと思いますが、これからも沢山の思いを発信していけるよう職務を全うしていきます。（K）
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